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子育て支援講座のご案内（２月） 

今年度の子育て支援講座は、２月に行われる「ひなまつり」が最後となります。 

園庭開放は引き続き行っていますので、是非あそびに来てください。 

 日程 時間 対象児 申し込み開始日 

すくすく子育て教室 

「ひなまつり」 

２月 27日（火） １０：００～１０：３０ １８か月～５歳児 １月２９日（月） 

申し込み開始 

園庭開放 

育児相談 

※毎週土曜日実施中 

３月１６日(土)が今年

度最終となります。 

９：３０～１１：３０ １８か月～５歳児 申し込みはいり

ません。 

※申し込み時間・・・平日の９：３０～１１：００の間にお電話で（電話番号は上記参照） 

※持ち物   ・・・お茶、帽子、着替え 

※年齢について・・・０歳児  ２０２２年４月２日～ 

          １歳児  ２０２１年４月２日～２０２２年４月１日 

                    ２歳児  ２０２０年４月２日～２０２１年４月１日 

          ３歳児  ２０１９年４月２日～２０２０年４月１日 

 

☆保育園の様子（０歳児 ひよこ組）☆ 

       ひよこ組のこどもたちは、1歳を過ぎて様々なことに挑戦を始めました。 

      例えば、4月は手づかみで食べていた給食ですが、最近はスプーンを使っています。 

      持つだけで嬉しくて、にこにこしていた時期もありましたが、今は自分でごはんや 

おかずをすくおうと、手首を上手に動かしていますよ。 

スプーンにのったごはんを、ぱくっと口に入れた時にはにっこり満面の笑顔で 

“あぁおいしい！”を教えてくれます。時々、スプーンにのせたはずのごはんが、 

口に入らずに落ちてしまうと、「あれ？」と首をかしげてどこに落ちたか探しています。 

       それから、オマルに座って「おしっこでるかな？」も挑戦中です。オマルを初めて 

      みた時は、少しドキドキして座るのを嫌がっていましたが、最近では「オマル座る？」 

      と誘うと“うんうん！”と嬉しそうにうなずいてくれるようになりました。 

       おしっこが出ることが目的ではなく、オマルに慣れる程度で十分なのですが、たまに 

      タイミングが合うとオマルでおしっこが出ることもあり、そんな時には保育士と目を見 

合わせて「やったね！」と喜び合っています。 

 少しずつ出来ることが増えて“おおきくなったね”が嬉しいひよこ組です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援事業…こんなことしたよ！ また来てね！ 

 

夙川さくら保育園では、体験保育や育児講座を行っています（表面参照）。 

今回は、今年初めて行った「子育てカフェ」の様子をご紹介します。 

子育てカフェ(12/12実施) 

１２月に行われた「子育てカフェ」では、４月～１２月に１、

２、３歳のお誕生日を迎えるお子様のお誕生日をお祝いしました。 

保育園の子どもたちに人気の手作りケーキとジュースを参加され

たお子様と保護者の方に食べて頂きました。「おいしいね」と親子

で顔を見あわせながら食べていました。その後は、手形を取った

り、身長や体重を計ったりして、お誕生日カードを完成左遷した。

「おめでとう」の言葉と一緒に職員からカード受け取ると照れた

表情をしながらも嬉しそうに受け取ってくれました。 

 

～お子さまのりまきを

つくってみませんか？～

最近は、「恵方巻」の巻きずしを縁起の良い方角をむいて無言で食べることが 

流行っています。しかし小さな子どもには海苔は噛み切ることが難しく、楽しい 

雰囲気の中で、お口いっぱいに頬張って喉に詰めてしまう可能性があります。 

ラップに酢飯をひろげ、細かく刻んだキュウリや人参、炒り卵を芯にして 

小ぶりの簡単細巻き風寿司を作ってみませんか？うす焼き卵を海苔の代わり 

にまいたり、青海苔をまぶしたりとカラフルな海苔巻き風に仕上がります。 

乾燥サクラエビをポリ袋にいれて細かく砕き海苔代わりに表面にまぶしても 

きれいです。完成した海苔巻きは一口大にカットしてあげると、指で摘まみ 

自分で食べることで、食べる意欲にも繋がります。 

 また豆まきの豆は小さな子供には、誤嚥やのど詰めの危険性があるため 

保育園では提供していません。せっかくの楽しい日本の伝統行事です。 

安全に工夫をこらしつつ、子どもたちへと伝承したいものですね。 
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